　

Ⅲ　主任技術者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別紙３－３
	項　　　目
	　　　　　　　　　選　　　　　考　　　　　基　　　　　準
	調　　　　　査　　　　　事　　　　　項

	１．電気保安関係の経験年数
	(1) 主任技術者として従事した年数が５年以上であること。
	電気保安関係職務、主な経歴を調査し主任技術者に従事した期間について記載すること。（詳細について、履歴書を添付すること。）

	２．電気保安の確保
　に関する貢献
	(1) 主任技術者として従事した工場等において、当該従事期間電気関係報告規則第３条に基づき報告すべき事故及び同令第４条の規定に基づき届け出るべき事故（当該主任技術者の責任権限以外のものは除く。）が最近５年以上発生していないこと。

(2)主任技術者以外として電気保安関係の職務に従事した工場等において、当該従事期間電気関係報告規則第３条に基づき報告すべき事故及び同令第４条の規定に基づき届け出るべき事故（自己の責任権限以外のものは除く。）が最近５年以上発生していないこと。
	(1) 当該従事期間のうち、過去１１年間（異動や退職等により、主任技術者として従事していない期間を除く。）に発生した左掲のすべての事故（自己の責任の有無に関係なくすべての事故。）について、その内容、被害状況及び責任の所在を調査し記載すること。
 (2) 当該従事期間のうち、過去１１年間（異動や退職等により、電気保安関係の職務に従事していない期間を除く。）に発生した左掲のすべての事故（自己の責任の有無に関係なくすべての事故。）について、その内容、被害状況及び責任の所在を調査し、記載すること。


	項　　　目
	　　　　　　　　　選　　　　　考　　　　　基　　　　　準
	調　　　　　査　　　　　事　　　　　項

	２．電気保安の確保
　に関する貢献
	(3) 電気保安の確保に関する改善、研究、考案、発明等に貢献していること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	(3) 改善実績等の内容を調査し、具体的に記載するとともにどのように実用化されているかなどについて記載すること。（その内容が分かる資料、写真等を添付すること。）
　

	３．保安教育の実施
　状況
	(1) 電気保安に関し、社内教育を十分行っていること。
	(1) 自ら講師となった従業員教育(自社従業員教育向けの教育、団体等が実施する複数社向けの講習の講師等を含む。）の名称等を調査し記載すること。（最近２年間を調査。）
　
年月日
所要時間
従業員教育の名称
参加人数


	
	(2) 所（社）内における電気保安関係の委員会、研究会等に積極的に参画していること。　
	(2) 最近２年間の所（社）内における電気保安関係の委員会・研究会等への参加状況について、名称、テーマ、参加人数を調査し記載すること。

年月日
名称
テーマ
参加人数



	項　　　目
	　　　　　　　　　選　　　　　考　　　　　基　　　　　準
	調　　　　　査　　　　　事　　　　　項

	３．保安教育の実施状況

	(3) その他電気保安に関する技術又は知識の向上に、顕著な功績が認められていること。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	(3) 従業員教育（部下を計画的に外部講習会等に派遣する等）及び従業員教育充実のための活動（事故事例の分析、安全冊子の作成、団体等における人材育成の取組等）を具体的に記載すること。

また、資格取得や外部講習会等への参加の奨励などがあれば、その旨記載すること。

年月日
外部講習会等の名称
主催者
派遣した従業員数
　　　　　
　　　　　
　　　　　


	４.　その他

	表彰の受賞等特筆すべき功績を有していること。

	(1)・電気保安関係の表彰の受賞がある場合は表彰の名称を調査し、受賞年月日、受賞区分、表彰者を記載する。
　 ・電気保安関係以外の表彰の授与がある場合についても表彰等の名称を調査し、受賞年月日、受賞区分、表彰者等を記載する。
　（表彰状の写し等を添付すること。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	
	(2) 社会の模範として特筆すべき事項を調査し、記載すること。
・自然災害への対応、事故等への対応、地域に対する貢献や団体等の要職があれば、その内容等を具体的に記載すること。（内容を示す根拠資料があれば、そのコピーを添付すること。）
以下の項目に該当があれば、□にチェックするとともに、具体的に内容を記載すること。

①下記イ、ロに定める事項で電気保安に該当するものがあるか。

□イ．自然災害への対応に大きく貢献している。

（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ロ．事故等への対応に顕著な実績がある。

（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　また、以下の例示Ａ又は例示Ｂのそれぞれの項目に該当があれば、□にチェックするとともに、具体的に内容を記載すること。

（例示Ａ）

□　自治体・警察・消防・民間団体等による感謝状がある。

（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　奉仕活動に貢献している。

（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　団体の長として社会に貢献している。

（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（例示Ｂ）

□　地域の防犯活動に貢献している。

（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　町内会・学校等による感謝状がある。

（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　団体の要職として社会・地域に貢献している。

（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　町内会等の委員として地域に貢献している。

（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


